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A. 研究目的 
  成人 T 細胞白血病リンパ腫（ATL）
は化学療法のみでは極めて難治性の
血液悪性腫瘍であり、化学療法により
寛解が得られた患者においては同種
造血細胞移植による治癒の可能性が
報告されているものの、その適応は限
られる。ATLの発症年齢の平均は67歳
と高齢であり、標準化学療法が確立さ
れているとは言えない。近年、ATL 細
胞に高率に発現するケモカインレセ
プター4（CCR4）に対する抗体薬、モ
ガムリズマブが使用可能となり、化学
療法による治療成績の向上が期待さ
れるものの、臨床 data の蓄積は不十
分である。我々は、ATL に対する初回
化学療法からモガムリズマブを併用
することによりATLの予後を改善しう
る可能性を検討するため、多施設共同
臨床試験を計画中である。 
 
B. 研究方法 
通常同種造血細胞移植の適応となら
ないと考えられる66歳以上または、移
植を希望しない55歳から65歳の急性型、
リンパ腫型、予後不良因子を有する慢性
型ATL（aggressive ATL）の患者を対象
とした、モガムリズマブを用いた多剤併
用化学療法を行う多施設共同前向き臨
床試験を実施する。 
（倫理面への配慮） 
臨床試験のプロトコールは倫理指針に基
づき作成され、参加各施設の倫理委員会 

 
 
で審査を受ける。患者本人の試験参加ヘ
の同意を得た上で実施する。患者のプラ
イバシーは厳密に守られる。 
 
C. 研究結果 
現在、プロトコールコンセプトを確定
し、全体プロトコールの作成段階である。 
 
D. 考察 
66 歳以上の高齢の aggressive ATL を
対象とし、無増悪生存率を主要評価項目
とした前向き臨床試験は他に例がなく、
標準化学療法の確率に向けた貴重な
dataとなると考えられる。 
 
E. 結論 
高齢者aggressive ATLに対するモガ
ムリズマブを用いた多剤併用化学療法
の前向き試験を計画中である。 
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